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新
国
立文
科
相
「
高
い
」

一
一O
二
O
年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
主
会
場

巳
Jに
な
る
新
国
立
競
技
場
（
東
京

槻
一
都
新
宿
区
）
の
建
設
で
、
下
村

割
一
博
文
文
部
科
学
相
は
二
十
九

時
一
日
、
総
工
費
の
二
千
五
百
二
十

山
一
億
円
に
つ
い
て
「
予
定
よ
り
や

盟
は
り
高
い

。

国
民
に
協
力
し
て

朝
一
も
ら
う
工
夫
を
考
え
る
必
要
が

一
あ
る
」
と
述
べ
、
命
名
権
（
ネ

1

号
一
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
の
販
売
や
寄

G
一
付
な
ど
民
間
資
金
で
二
百
億
円

α
一
程
度
を
確
保
し
た
い
考
え
を
示

6
一
し
た。
た
だ
調
達
の
見
通
し
は

坦
一
不
透
明
で
、
財
源
確
保
が
大
き

j

一
な
課
題
に
な
る
。
ー

関
連
＠
面

一
政
府
が
財
源
と
し
て
確
保
し

S
一
て
い
る
の
は
、
国
費
と
ス
ポ

l

市

制

噌
l

n
u

ヴt後戦

ツ
振
興
く
じ
「Io
t
o

」
の

売
り
上
げ
の
5%
、
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
J
S

C

）
が
選
手
強
化
な
ど
に
使
う

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
の
政

府
出
資
分
の
一
部
な
ど。
七
月

上
旬
に
も
文
科
省
が
都
に
あ
ら

た
め
て
負
担
を
求
め
る
約
五
百

億
円
と
、
民
間
資
金
二
百
億
円

を
加
え
て
も
、
千
六
百
億
円
程

度
し
か
な
い。

下
村
氏
は
二
十
九
日
、
「
で

き
る
だ
け
国
費
で
の
負
担
が
増

え
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
述

べ
、
t
o
t
o

の
売
り
上
げ
充

当
分
の
5%
か
ら
叩
%
へ
の
引

き
上
げ
や
、
命
名
権
の
販
売
や

寄
付
で
賄
う
方
針
を
示
し
た
。
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本
間

障
害
の
わ
た
し
の
体
が
戦
争
だ

多
額
の
寄
付
を
し
て
く
れ
た
人

の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
、
競
技

場
の
壁
画
に
設
置
す
る
こ
と
な

ど
も
検
討
す
る
と
い
う
。

こ
の
日
の
大
会
組
織
委
員
会

の
関
係
機
関
ト
ッ
プ
に
よ
る
会

議
で
、
下
村
氏
は
新
国
立
の
総

工
費
を
、
基
本
設
計
時
の
千
六 文

部
科
学
省
が
検
討
す
る
新
国
立
競
技
場
の
財
源
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「
総
工
費2
5
2
0

億
円
で
契
約
へ
※
イ
メ
ー
ジ
図
は
J
S
C
提
供

百
二
十
五
億
円
を
約
九
百
億
円一に
遅
ら
せ
る
こ
と
も
伝
え
た
。

上
回
る
二
千
五
百
二
十
億
円
と一
都
の
負
担
に
関
す
る
具
体
的

す
る
計
画
見
直
し
案
を
報
告。一
な
話
は
出
な
か
っ
た
が
、
出
席

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

一し
た
舛
添
要
一
都
知
事
は
会
議

（W
杯
）
の
開
催
半
年
前
に
当
た

一後
、
「
都
民
が
納
得
で
き
る
説

る
一
九
年
三
月
を
目
指
し
て
い
一
明
は
ま
だ
な
い
の
で
、
こ
れ
か

た
完
成
予
定
を
、
同
年
五
月
末一
ら
の
議
論
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

意
匠
固
執
問
題
こ
じ
ら
す

新
国
立
競
技
場
の
建
設
費
や

工
期
が
オ
ー
バ
ー
す
る
と
い
う

懸
念
は
、
建
築
界
が
い
ち
早
く

指
摘
し
て
い
た。
だ
が
、J
S

C
や
文
部
科
学
省
は
ザ
ハ
・
ハ

デ
ィ
ド
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ

美
智
子
（花
〉
東
京
都
町
田
市

く
原
案
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、

軌
道
修
正
で
き
な
か
っ
た
。

そ

れ
が
問
題
を
こ
じ
ら
せ
た
要
因

だ
。総

工
費
二
千
五
百
二
十
億
円

は
過
去
の
五
輪
の
主
会
場
と
比 べ

て
も
突
出
し
、
下
村
博
文
文

科
相
自
身
「
予
定
よ
り
高
い
」

と
認
め
る。
今
後
の
物
価
上
昇

で
建
設
費
が
さ
ら
に
膨
ら
む
可

能
性
も
あ
る。

下
村
氏
は
原
案
を
押
し
通
す

〈い
と
う
せ
い
こ
う〉
東
京
大
空襲
で
作
者
は
無
医
村
に
疎
開

し
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
よ
る
障
碍
者
と
な
っ
た
と
い
う

。

戦
後

も
そ
の
体
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
の
だ

。

重
い
言
葉。

理
由
を
コ
フ
グ
ピl
W
杯
に
間

に
合
わ
な
い
」
「
デ
ザ
イ
ン
の

変
更
は
招
致
の際
の
国
際
公
約

に
反
す
る
」
と
し
た。
だ
が
、

完
成
予
定
は
当
初
よ
り
二
カ
月

遅
く
な
り
、W
杯
に
間
に
合
わ

な
い
恐
れ
も
出
て
き
た
。

明
エ

コ
な
五
輪
」
を
掲
げ
る
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
既
存
施

設
の
最
大
限
活
用
を
求
め
て
お

～

り
、
こ
れ
ま
で
の
五
輪
を
見
て

も
計
画
変
更
に
は
寛
容
だ
。

こ
れ
ま
で
の
取
材
を
通
じ
、

現
計
画
に
多
く
の
問
題
が
あ
る

こ
と
は
国
側
も
分
か
っ
て
い

る
、
と
感
じ
る。
そ
｝つ
で
あ
る

な
ら
、
い
ま
か
ら
で
も
議
論
を

尽
く
す
べ
き
だ。
た
と
え
ば
W

杯
を
別
の
会
場
で
行
う
こ
と
に

す
れ
ば
、
ま
だ
時
間
は
あ
る
。

新
競
技
場
は
「
新
し
い
日
本

の
象
徴
に
」
と
国
家
プ
ロ
ジ
王

ク
ト
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。

今

の
姿
は
そ
の
言
葉
に
見
合
う
の

か
。

一
貫
し
て
見
直
し
を
求
め

て
き
た
建
築
家
の
横
文
彦
氏
は

「
こ
こ
ま
で
来
た
ら
政
治
決
断

だ
」
と
話
す。
国
民
が
心
か
ら

歓
迎
で
き
る
競
技
場
と
な
る
よ

う
、
英
断
を
求
め
た
い
o

e
（
森
本
智
之
）
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